


を

開
催
し
ま
し
た
。

長
浜
市
農
業
委
員
会
は
１２
月
１９
日
に

市
長

・
農
業
振
興
課

・
森
林
田
園
整
備

課

。
農
林
政
策
課
と

「農
政
懇
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
農
政
懇
談
会

は
、

１０
月
１５
日
に
行
い
ま
し
た

「令
和

２
年
度
　
農
業
施
策
に
関
す
る
意
見
具

申
」
で
意
見

・
要
望
を
行

っ
た
こ
と
に

対
す
る
市
の
回
答
を
い
た
だ
き
、
意
見

交
換
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

市
当
局
か
ら
の
回
答
の

一
部
を
掲
載

し
ま
す
。

＊
回
答
書

（全
文
）
に
つ
い
て
は
、
農

業
委
員
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

１
．
担

い
手

の
確

保

と
農
業

振

興
政

策

○
担
い
手

へ
の
農
地
の
集
積
が
進
む
中
、
小
規
模
農
地
等

耕
作
不
利
農
地
の
遊
体
化
が
ま
す
ま
す
進
む
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
小
規
模
農
地
を
耕
作
す
る
農
家

に
対
す
る
補
助
制
度
や
幅
広
い
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
。

（市
回
答
）

○
小
規
模
な
農
地
の
維
持

・
管
理
に
つ
い
て
は
、
小
規
模

農
家
が
大
変
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
農
村
ま
る
こ
と
保
全
向
上
対
策
や
中
山
間
地
域

直
接
支
払
交
付
金
制
度
を
渚
用
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
条
件
不
利
地
に
つ
い
て

は
、
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
事
業
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
の

発
生
防
止
と
解
消
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
の
支
援
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

２
．
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

○
防
護
柵
の
未
設
置
地
域
に
つ
い
て
は
、
市
内
全
域
で
設

置
が
完
了
防
護
柵
の
未
設
置
地
域
に
つ
い
て
は
、
市
内
全

域
で
設
置
が
完
了
す
る
よ
う
、
市

，
県

・Ｊ
Ａ
等
関
係
機

関
が
連
携
し
て
、
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。
ま
た
、
防
護
柵

設
置
開
始
か
ら
完
了
ま
で
に
複
数
年
か
か
る
地
域
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
複
数
年
対
応
が
で
き
る
よ
う
支
援
策
を
請
じ

る
こ
と
。

（市
回
答
）

○
未
設
置
地
域
で
の
出
前
講
座
や
集
落
環
境
点
検
に
は
、

農
業
委
員
様
、
県
、
Ｊ
Ａ
、
市
が
連
携
し
実
施
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も
、
対
策
の
進
ん
で
い
な
い
自
治

会
に
対
し
ま
し
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
県
獣
害
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

集
落
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
複
数
年
に
わ
た

っ
て
柵
整
備
を
実
施
さ
れ
る
場

合
に
も
、
毎
年
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
ご
渚
用
い
た
だ
け
ま
す
。

３
．
特
産
品
振
興
策

○
米
価
の
低
迷
が
著
し
い
中
、
本
市
の
基
幹
作
物
で
あ
る
米
の
価
値
と
価
格
を
高
め
る

た
め
に
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な
が
る
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
。

ま
た
、
昨
今
低
迷
す
る
米
価
を
補
う
た
め
、
水
田
を
活
用
し
た
農
業
の
多
角
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
る
観
点
か
ら
長
浜
産

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

（市
回
答
）

○
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
並
べ
る
な

ど
、
長
浜
の
米
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
行
政

に
よ
る
Ｐ
Ｒ
に
は
限
界
が
あ
り
、
農
業
者
の
方
自
ら
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
を
さ
れ
る
こ
と
も
効
果
的
と
考
え
ま
す
の
で
、
農
業
者
が
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
に
つ
い
て
学
習
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
関
係
機
関
と
連
携
し
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
水
田
を
渚
用
し
た
農
業
の
多
角
化
支
援
と
し
て
、
水

田
フ
ル
活
用
に
向
け
た
国
の
経
営
安
定
対
策
等
補
助
金
の
対
象
と
な
る
作
物
の
枠
を
広

げ
る
よ
う
、
国

・
県
に
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

４
．
遊
休
農
地
対
策
と
農
地
の
管
理

○
夏
場
の
草
刈
は
大
変
な
重
労
働
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
行
わ
な
い
こ
と
が
耕
作

放
棄
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
機
械
や
資
材
の
購
入
、
作
業
の
委
託
に
対
す
る
支
援

を
行
う
こ
と
。

（市
回
答
）

○
農
地
の
維
持
管
理
に
関
す
る
機
械

・
資
材
の
購
入
や
作
業
委
託
に
つ
き
ま
し
て
は
、

農
村
ま
る
こ
と
保
全
向
上
対
策
や
中
山
間
地
域
直
接
支
払
交
付
金
制
度
の
事
業
の
対
象

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
渚
用
を
こ
検
討
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

５
。
地
元
農
産
物

の
Ｐ
Ｒ

Ｏ
子
ど
も
た
ち
に
、
地
元
で
生
産
さ
れ
た
、
安
全

・
安
心
な
野
菜
を
食
べ
て
も
ら
う

た
め
、
学
校
給
食
で
は
、
地
場
産
野
菜
を
優
先
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く

り
を
行
う
こ
と
。

（市
回
答
）

○
学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
主
食
の
米
は
長
浜
市
産
コ
ン
ヒ
カ
リ
の

一
等
米
を
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
要
な
野
菜
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

少
し
で
も
入
札
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
見
積
回
数
を
増
や
す
な
ど
工
夫
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
は
生
産
者
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
農
産
物
の
地
産
地
消
に
向
け
て
、

農
産
物
の
数
量
確
保
と
品
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
委
員
の
皆
様
か
ら
も

生
産
者
の
方
に
声
か
け
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

-2-



先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

一
．４邁

覇

…
常

（参
加
委
員
レ
ポ
ー
ト
よ
り
）

今
回
は
、
長
野
県
塩
尻
市

・
松
本
市
に
て
研
修
を
受
け
て
き
ま

し
た
。

長
野
県
は
野
菜
、
果
樹
、
花
き
、
き
の
こ
な
ど
の
園
芸
作
物
の

栽
培
が
大
変
さ
か
ん
で
、
そ
の
販
売
品
目
は

‐００
以
上
に
も
及
び
ま

す
。
園
芸
作
物
は
県
内
の
農
業
総
合
生
産
額
の
過
半
数
を
占
め
、

そ
の
生
産
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
る
品
目
も
数
多
く
あ

り
ま
す
。

初
日
は
、
塩
尻
市
に
あ
り
ま
す
「長
野
県
野
菜
花
き
試
験
場
」
を

訪
れ
ま
し
た
。

長
野
県
野
菜
花
き
試
験
場
で
は
、
安
定
生
産
と
競
事
力
の
強
化

に
即
応
で
き
、
病
気
に
強
く
、
高
品
質
な
品
種
の
育
成
と
新
品
目

の
開
発
や
、
低
コ
ス
ト

・
省
力

・
軽
作
業
生
産
技
術
、
高
品
質

・

安
定
生
産
技
術
、
環

境
に
や
さ
し
い
栽
培

技
術
の
研
究
開
発
を

行

っ
て
こ
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。
特
に
、

そ
ば
、
大
豆
の
高
品

質
安
定
生
産
を
目
を

目
指
し
た
技
術
の
開

発
に
指
し
た
技
術
の

開
発
に
力
を
入
れ
ら

れ
て
お
り
、
研
修

二

日
目
は
、
松
本
市
に

あ
り
ま
す
。
「株
式
会
社
　
か
ま
く
ら
や
」
を
訪

れ
ま
し
た
。

か
ま
く
ら
や
は
、
自
動
車
販
売
業
か
ら
農
業

へ
の
新
規
参
入
を
さ
れ
て
お
り
、
参
入
に
あ

た

っ
て
、
地
元
の
農
業
委
員
と
の
交
流
や
、
地

元
Ｊ
Ａ
と
の
関
わ
り
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

例
在
１
３
５
ｈａ
の
農
地
を
経
営
さ
れ
て
お

り
、
主
は
、
そ
ば
の
二
期
作
で
９０
ｈａ
を
耕
作
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
経
営
規
模
の
拡
大
に
あ
た
り
、
多
く

の
耕
作
放
棄
地
を
引
き
受
け
、
再
生
を
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
解
消
面
積
は
４２
ｈａ
と
全
経
営
面
積

の
３‐
％
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
渚
動
が
評
価
さ

れ
、
平
成
２６
年
度
に
は
耕
作
放
棄
地
再
生
活
動

「農
林
水
産
大
臣
賞
」
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
そ
ば
の
圃
場
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
、
そ
ば
は
す
で
に
収
穫
済
み
で
あ
り
、
使
用
さ
れ
て
い
る
農
業

機
械
を
中
心
に
見
せ
て
い
た
だ
き
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
作
業
の

効
率
化
に
は
大
型
の
機
械
が
必
要
で
あ
り
積
極
的
に
導
入
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

最
後
に
直
営
店
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
社
生
産
で

そ
ば
を
中
心
に
約
３０
品
目
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
販
売
し
て
お
ら
れ
、

今
後
も
新
商
品
を
開
発
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

本
研
修
を
通
じ
て
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
、
耕
作
放
棄
地
解

消
の
た
め
の
様
々
な
手
法
や
、
六
次
産
業
化

へ
の
取
組
を
、
こ
れ
か

ら
の
本
市
の
農
業
振
興
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長野県野菜花き試験場にて研修

lttlか まくらや圃場にて研修
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令
和
元
年
度農

業
委
員
会
の
主
な
活
動

令
和
元
年

五
月
　
曲辰
林
業
振
興
施
策
説
明
会

六
月
　
鳥
獣
害
対
策
特
別
委
員
会

八
月
　
曲辰
地
パ
ト
回
―
ル
の
実
施

（市
内
全
域
）

八
月
　
湖
北
地
域
農
業
者
と
の
意
見
交
換
会

十
月
　
曲辰
業
施
策
に
関
す
る
意
見
具
申

十

一
月
　
先
進
地
研
修

（長
野
県
塩
尻
市

・
松
本
市
）

十
二
月
　
市
部
局
と
の
農
政
懇
談
会

総
会
開
催
数

各
種
部
会

・
委
員
会
開
催
数

な
お
、
令
和
三
年
三
月
に
開
催
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
、

長
浜
市
未
来
農
業
経
営
塾
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
い
た
し
ま
し
た
。

回 回



遊休農地の発生防止に努めましょう

農地の遊体化 |よ、雑草、雑木の繁茂や病害虫の発生など、周辺で耕作をされている農業者の方に

迷惑をかけるだけでなく、地域の担い手の方が農地の集約を進める際の妨げとなる場合があります。

また、農地として利用することで、農産物の生産供給のほか、決水防止などの多面的機能を発揮

できることに力□え、美しい農村風景を後世に残していくことにもなります。

かけがえのない優良農地を保全し、地劫農業の沼性化を図るに|よ、遊休農地の発生を防止し、担

い手に利用集積を促進することが重要です。

そのために、遊体農地発生の防止は、所有者の責任だけに終わることなく集落ぐるみで考えてい

ただきたしヽ問題です。

農地中間管理事業を利用した、農地の遊体化防止と、

担い手への農地の集積・集約による効率的な利用を考えてみませんか。

お問い合わせ先 :滋賀県農地中間管理機構 (公益財団法人滋賀県農林漁業担い手育成基金)

TEL:0フア‐523‐4123 FAX:0フ 7‐524…0245 E‐mailishiganouOsepia.ocninedijp

湖北地域のお問い合わせ窓回 TEL:0フ 49‐62‐8998
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知事の指定を受けた公的機関である農地中間管理機構が、所有者から農用地等を借り受け、

担い手がまとまりのある形で利用できるよう配慮して貸し付ける事業です。

農地の

出し手
(農幾を費したとヽ方)

●リタイア
●競懐格小

市題・じA・ 農業委員会等

震地中間管理機構
農地の僣受・ 貸付

(公盤財団法人滋賀県農林漁業担い手湾成基金)

滋賀県

副用されています。

a租元尊
'2鸞

末て鵬内
のと,000臆の8地で

受け手
(農地を借りたい方)

農地の

●規機拡大
0新婦参入

■農地中間管理事業とは?

鍮
‐

彰 鬱

福談 福談
弩

お申し込み
ください !

【受付期間】
:霊蓮:3目ぢと目ii盛;iこ鳥月;8目 l梵;

【貸付申出書の有効期限】令和3年 3月末日

農地を賞したい方 (出 し手)

ゆ

晉応募
ください :

硬付期間】通年 (随時)※肥斎経瞥撃詩
熔に変更がなければ、

【借受希望申込書の有効期限】受付した2年後の年度末
※令和2年 4月 ■日～令不隠3年 3月 31日受付分は、令和5年 3月末日まで有効。

出甚Lユ翌と出盟d鼠限 E―節ail:nouchikoubo@gmai].COm

ゆ

農地を借りたい方 (受け手)



長浜市農地賃借料情報について
本情報|よ、農地法第 52条の規定に基づき、農地の賃貸借の際の目安として提供させてしヽただくもの

です。本情報 |よ 、実勢の集計値であるため拘束力 |よなく、賃借料は対象農地の状況 (耕作の難易、

土地の広さ、形状、水利条件等) に合わせ、当事者同士で汁分協議して設定してください。

最高額

(昨年額)

最低額

(昨年額)

データ数

(昨年数)

I

識

申
地区名

平均額

(昨年額)

18,000円
(20,OOO円 )

3,000円
(1,OOO円 )

268
(497)

9,702円長 浜
9,638円
(9,439円 )

11,000円
(15,OOO円 )

8,300円
(2,459円 )

22
(HOO)

9,826円浅 丼
9,991円
(9,662円 )

12,000円
(司 5,OOO円 )

3,743円
(2,OOO円 )

82
(80)

9,841円び わ
9,880円
(9,671円 )

11,000円
(司 ¬,O01円 )

10,000円
(2,262円 )

36
(27)

10,153円虎 姫
10,486円
(10,080円 )

13,000円
(20,OOO円 )

6,600円
(3,OOO円 )

38
(104)

11,342円湖 】ヒ
10,966円

(司 1,659円 )

20,000円
(司 5,OOO円 )

3,000円
(3,OOO円 )

128
(85)

9,421円高 月
8,608円
(9,473円 )

10,000円
(司 ①,OOO円 )

2,000円
(3,OOO円 )

20
(88)

8,322円木之本
5,900円
(9,602円 )

10,000円
(6,OOO円 )

2,000円
(3,OOO円 )

290
(30)

4,170円余 呉
3,098円
(4,800円 )

―  円
( ― 円 )

一  円
( ― 円 )

―  円
( ― 円)

６

「
(

4,531円西浅褐
7,352円
(9,604円 )

20,000円
(20,OOO円 )

2,000円
(1,OOO円 )

890
(1,O司 2)

8,668円市全功

【田】地区別

①サンプルとしたデータ|よ、令和元年中に農地法又|よ農業経営基盤強化促進法に基づく農地の貸し
借り (利用権設定)で賃借料設定をされた事例を収集したものです。

※使用貸借 (賃料なし)のデータ|よ 除いています。
※平均額の算出に際して|よ 、最高額と最低額を除いています。

②データ数と|よ 、集計に用いた筆数です。
③データ数が基準に達していない (10件未満)地区のデータ|よ記載していません。

～農地の賞し借りは法に基づく手続きを行し1ま しょう～

[農地法第 3条による貸借]・ ・農地法に基づき農業委員会の許可を受け、貸借を行います。この方法

で|よ契約期限が到来しても、両者による解約の合意がなしヽ限り、原則

貸借 |よ解約されません。

[農業経営基盤強化促進法による貸借]

・・農業経営基盤強化促進法に基づき利用権を設定します。利用権により

設定した貸借について|よ、契約期間が満了すれば貸し手|よ農地を自動

的に返還してもらえます。

[事業のメリット]

○借り手 |よ農地集積が進むことにより農業経営規模の拡大、効率化を図り農業の生産性を高めるこ

とができます。

○農地の遊休化を防止することができます。
※詳しく|よ、市農業振興課また|よ農業委員会事務局までお問い合わせください。
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長
浜
市

農
業
者
紹
介

記
事
説
明

余
呉
の
自
然
を
利
用
し
て
活
動

さ
れ
て
い
る
長
浜
市
の
田
中
真
由

美
さ
ん
に
池
田
農
業
委
員
と
、
お

話
を
伺
い
ま
し
た
の
で
こ
紹
介
し

ま
す
。

ф辰
業

者

】
田
中
真
由
美
さ
ん

地
　
　
域

一
余
呉
町
国
安
経
営

面
　
　
積

中
約
２
町

（２
０
反
）

生
産
物
等

中
米
、
マ
コ
モ
ダ
ケ
、

ク
レ
ソ
ン
、
人
参

・
就
農
の
き
っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
？

家
が
兼
業
農
家
で
、
国
鉄
を
辞
め
て
農
業

を
し
て
い
た
祖
父
が
、幼
い
私
に
と
っ
て

「身

近
な

一
番
か
っ
こ
い
い
大
人
」
だ
っ
た
の
で
、

祖
父
の
よ
う
な
大
人
に
な
り
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
農
業
を
自
分
の
職
に
し
た
い
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
最
初
の
き
っ
か
け

で
す
。
ち
よ
う
ど
高
校
生
の
頃
で
し
た
。
そ

の
後
大
学
時
代
に
い
く
つ
か
の
農
業
法
人
で

イ
ン
タ
ー
ン
を
経
験
し
、
実
際
の
農
作
業
に

触
れ
た
り
、
魅
力
的
な
農
家
さ
ん
に
た
く
さ

ん
出
会
っ
た
り
す
る
中
で
、
農
業
を
職
に
し

よ
う
と
い
う
思
い
を
固
め
て
い
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
で
出
会
っ
た
農
家
さ
ん
か
ら
社

会
人
経
験
を
し
て
お
い
た
方
が
い
い
と
い
う

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、　
一
度
就
職
し
神
戸
で

介
護
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
農
福
連
携

の
よ
う
な
取
り
組
み
に
も
携
わ
り
、
農
作
業

を
通
し
て
入
居
者
の
方
の
笑
顔
に
触
れ
た
こ

と
は
非
常
に
良
い
経
験
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
う
少
し
農
業
の
経
験
な
ど
も
積
ん
で
か

ら
家
に
戻
り
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
就
職
中

に
祖
父
が
ト
ラ
ク
タ
ー
で
生
死
に
関
わ
る
事

故
に
合
い
、
祖
父
と
過
こ
せ
る
時
間
は
限
ら

れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
、
予
定
を
早
め
て
余

呉
に
戻
り
、
２
年
ほ
ど
兼
業
農
家
と
し
て
仕

事
を
し
な
が
ら
祖
父
の
農
業
を
手
伝
い
、
昨

年
か
ら
専
業
農
家
に
な
り
ま
し
た
。
何
も
知

ら
な
い
ま
ま
農
家
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

戻
っ
て
き
た
当
初
は
本
当
に
何
も
わ
か
ら
な

く
て
、
仕
事
を
し
な
が
ら
社
会
人
向
け
の
農

業
学
校
に
通
っ
た
り
、
近
く
の
農
家
さ
ん
に

勉
強
に
行
か
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
少
し

す
つ
農
業
と
い
う
も
の
を
学
ん
で
い
き
ま
し

た
。
今
も
ま
だ
ま
だ
手
探
り
の
中
で
や
っ
て

い
て
、
周
り
の
農
家
さ
ん
が
み
た
ら
び
つ
く

り
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
し
て
い
る
か
と
思

い
ま
す
が
、　
一
つ
ひ
と
つ
形
に
な
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
栽
培
さ
れ
て
い
る
作
物
に
つ
い
て
？

マ
コ
モ
ダ
ケ
は
最
初
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
入

れ
な
い
深
田
に
父
が
面
白
半
分
に
植
え
た
の

が
き
っ
か
け
で
、
食
べ
る
と
案
外
美
味
し
く
、

近
所
や
マ
ル
シ
ェ
で
も
評
判
が
良
か
っ
た
の

で
、
昨
年
か
ら
品
目
に
加
え
て
栽
培
を
始
め

ま
し
た
。

ク
レ
ソ
ン
は
通
っ
て
い
た
農
業
学
校
の
恩

師
に
地
域
の
環
境
を
話
し
た
際
、
勧
め
ら
れ

た
作
物
で
し
た
。
最
初
は
ク
レ
ソ
ン
の
存
在

自
体
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
も

取
り
組
み
始
め
る
と
地
域
の
特
性
を
活
か
せ

る
面
白
い
作
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
現

在
は
山
水
を
直
接
圃
場
に
取
り
入
れ
ら
れ
る

環
境
を
整
え
、
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

鍋
に
合
い
ま
す
。

・
農
業
を
お
こ
な
う
上
で
の
モ
ツ
ト
ー
は
？

祖
父
が
い
つ
も
言
っ
て
い
る

「人
に
喜
ば

れ
る
も
の
を
作
れ
」
と
い
う
言
葉
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

。
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

現
在
は
米

・
ク
レ
ソ
ン

・
マ
コ
モ
ダ
ケ

・

人
参
の
４
品
目
に
絞
っ
て
栽
培
を
行
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
の

一
年
間
で
よ
う
や
く
土
台
が

整
っ
て
き
た
か
な
と
思
え
る
と
こ
ろ
ま
で
こ

ら
れ
た
の
で
、
今
年
は
収
量
を
増
や
せ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

>
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